
日本の歴史や地域の歴史に関する研究
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・異国船への対応 これまで17世紀から19世紀初頭を対象に近世日本の沿岸警備に関して研究して
き た。当時の日本の対外関係は国家の成立と確立を経た時期として捉えられており、 東アジア地
域の政治状況も安定化していたと言われる。 しかし、この期間にも異国船の来航はみられ、幕府は
「唐船」への武力行使を行っ た。平和な「海」の実現とはどういう状況なのか、という問題はあるだろ
うが、為政者 にとってはそれが実現できていなかったことは間違いない。幕府主導での対外関係 
の秩序化・安定化を推し進める装置のひとつとして沿岸警備体制が構築されたこと に鑑みれば、こ
の点に注目して幕府対外政策の展開を見直すことは、「鎖国」政策 以後の対外関係を動態的に捉
えることを可能にするものと考えている。 

・「歴史」は過去のものではなく、現実社会にも様々な関りを持っている。現実社会のなかで歴史認
識を誤って、国が、個人が、企業が行動することもあり、各方面にさまざまな影響を及ぼすことがあ
る。「歴史」をつかう責任とは何か、こうした点も分析対象としている。

研究概要

○文化財の保護
○歴史や文化財といった文化資源の活用（文化観光など）
○博物館・資料館などの指定管理者への助言

産学連携の可能性（アピールポイント）

○新修宗像市史編集委員会近世部会員（２０２３年）
○島原市所蔵古文書調査事業委員会委員（２０２３年）
○長崎歴史文化観光検定1級対策セミナー講師：長崎商工会議所（２０２４年）
○出島史跡整備審議会審議委員（２０２３年～）
○大村市歴史資料館運営委員（２０２３年～）
〇松浦史料博物館資料調査事業調査（2023年～）
○長崎市長崎学ネットワーク会議理事（２０２３年）
○朝日カルチャーセンター・九州大学大学院地球統合科学府提携講座「今だからこそ
ロシアを知ろう！」講師

外部との連携実績等

教員情報URL https://sun.ac.jp/researchinfo/matsuo/
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